｢治験契約終了後の検体取り扱いに関する覚書｣締結の主旨
・覚書締結の主旨
1． 検体の目的外使用を禁止する。
2． 検体の譲渡・貸与を禁止する。
3． 治験契約終了後の検体の取り扱い・手続きを明確にする。
・実際の流れ
治験終了後に新たな遺伝子検索を実施する可能性のある治験
治験契約
・東北大学病院（長）と覚書を取り交わす
　　
・検体が匿名化されない場合は被験者から包括同意を取得する
治験実施
　
治験終了

治験依頼者が新たな遺伝子検索の実施を希望
　　　　
・新たな遺伝子検索の実施について依頼者がIRBに申請する
　　　　　　
　（依頼者による申請書提出）


　
治験情報（契約番号、治験名）
研究の目的、遺伝子検索の内容、該当する検体数、
研究と同意との合理的関連性　など
IRBで審議・承認
病院HP上に新たな遺伝子検索に関する情報を公開
＊包括同意した被験者が、この時点で遺伝子検索研究の対象者となることを拒否できる
新たな遺伝子検索研究の実施・終了
　
（または検体保管期間の終了）
検体廃棄の連絡
治験終了後10年｜15年





覚書の有効期間








